
【取組内容①】 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実につながるクラウド活用

熊本市立川上小学校（熊本県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-１

～単元構想図～

～本時構想図～

授業の様子や取組の詳細については、こちらから動画をご覧ください！
https://youtu.be/5Pw10-b-dFY

アプリケーションの特性を考え、児童自身がまとめ方を選択

毎時間の学びをPagesで共有

毎時間の学びは共同編集のページ
で作成しました。「単元を貫く問い」
として、単元の終末に“自分にできる
活動”を考える際の手がかりとして、
児童がいつでも自分の端末から閲
覧することができるようにしています。

遠くに住む親戚にはす
ぐに会いに行けないけ
れど、防災のことを伝え
たいので“Clips”で動
画を作りました。

アニメーションや録音がで
きるので、Keynoteを選び
ました。一人一人の考えを
１ページずつにまとめられ
るのがいいところです。

おじいちゃん・おばあちゃ
んに、自分の言葉で伝え
たいからKeynoteでま
とめました。

目的に応じて、使用するアプリケーションを児童自身が選
ぶことで「個別最適な学び」を、共同編集機能を活用する
ことで「協働的な学び」の実現を目指しています。


